
 令和６年度 山形城北高等学校 修了式 式辞 （令和７年３月２５日） 

２月、３月は慌ただしく、気がつくと今日は今年度最後の登校日となりました。３年生が

卒業したこともあり、なんとなく寂しく、新入生の入学が待ち望まれるところですが、２

週間あまり経つと、３６９名の新入生が入学します。入試については詳細をお話しできな

いのですが、今年はボーダーをかなり上げたのですが、それでも募集定員を超えました。

これもひとえに、在校生の皆さんの様々な活躍があってのことと感謝します。 

今日は３月１日に行われた卒業式の話から始めます。 

中学の卒業式は、壇上で一人ひとりが証書を手渡され、合唱曲を２～３曲歌うのが通例か

と思います。高校の場合、規模の小さな学校は校長が一人ひとりに授与しますが、大きな

学校では、本校もそうですが、総代と言ってクラス代表がまとめてもらうケースが多いで

す。私はどちらも経験していますが、最後のＨＲで担任の先生から一言添えて手渡しされ

る総代方法がいいなと思っています。 

本校の卒業式は、総代への卒業証書授与の後、普通科３コースと特進科それぞれの成績優

秀者に対して、学業優秀賞を授与しています。その後、校長式辞があり、来賓祝辞があり、

在校生代表による送辞、卒業生代表による答辞と続きます。 

在校生代表は生徒会長と決めているのですが、答辞は３年間よく精進し、人物・学業共に

優秀な生徒を選考しています。このところ男子が続いていますので、来年はぜひ女子に期

待します。なお、学業優秀賞については、今年は全員女子でしたので、こちらは男子の頑

張りを期待します。 

卒業式が終わった後、保護者の方々から卒業式や３年間を振り返っての感想をアンケート

でいただいたのですが、その中にこんなメッセージがありました。 

○ とても感動の卒業式でした。式で先生が生徒の名前を呼ぶ姿、それだけでどれだけ子供

達に関わって下さっていたかわかりました。教室に戻ってのホームルームも時間を押

してしまうほど涙溢れる会でした。ありがとうございました。 

○ 校長先生の式辞で詩を読んで下さった時は 言葉が心に響いて涙が出てしまい、とても

感動致しました。わたし自身も子育ての区切りとして、心温まる卒業式に参加すること

が出来て、本当に良かったです。 

私の式辞は、昨年11月に亡くなられた詩人、谷川俊太郎さんの詩をベースにした話でした。

式辞の最後に『朝』という詩を朗読しました。「カムチャッカの若者がキリンの夢を見て

いるとき／メキシコの娘は朝もやの中でバスを待っている」という詩は『朝のリレー』と

いうタイトルで、私が朗読した『朝』という詩は生命の起源をテーマにしたものです。 

私たちはみんな、お母さんのおなかの中で約１０か月間を過ごしたわけですが、そのとき、

ヒトは魚になって、鳥になって、というように、生物の進化の過程を再現しているという

説、いわゆる「ヘッケルの反復説」を詩にしたものです。今日ここでそれを読むことはや

めておきますので、ぜひ本校のホームページで式辞を読んでください。 

生命の話のついでに、昨年12月、特進科１年生対象に行った特別講義について話をします。 

冒頭、「以下の９つの確率を小さい方から並べ替えよ。」という問題を出して、全て正解

したら『一日校長』を任命すると話したのですが、残念ながらすべて正解はいませんでし

た。 

 



① １年間で交通事故に遭う（０．０１） 

② ガリガリ君が当たる（０．０４） 

③ 隣に座っている人が左利きである（０．１） 

④ 宝くじで１等が当たる（０．００００００１）  

⑤ 明日の天気予報（降水の有無）が当たる（０．８４） 

⑥ 日本で男の子が生まれる（０．５１） 

⑦ 日本で女の子が生まれる（０．４９） 

⑧ ４０人のクラスで同じ誕生日の人がいる（０．８９） 

⑨ あなたが生まれてきたこと 

９つの中で最も高い確率はどれだと思いますか？ ・・・ 

正解は「⑧４０人のクラスで同じ誕生日の人がいる」確率で、計算すると0.89ですから、

約９割のクラスで同じ誕生日の人がいるということになります。 

最も低い確率は「あなたが生まれてきたこと」で、それが一体いくらになるかを厳密に求

めることは困難ですが、父親と母親、それぞれから遺伝子を受け取り、複製することで私

ができたと考えると、その組み合わせだけでも70兆分の１になるのだそうです。２人の出

会う確率も考慮したならもっと低くなりますから、まさに奇跡としか言いようがありませ

ん。 

せっかく偶然の重なりの中で生まれてきたのですから、生命を大切にすることは言うまで

もなく、それ以上に毎日を楽しく生きてほしいと思うのです。でないと、もったいないで

す。過去の出来事にくよくよせず、未来のことに過剰に不安を抱かず、日々の生活の中に

楽しみを見つけてほしいと思うのです。 

最後に、２月末に行った学校評価アンケートについて、結果の概要はすでに配信した通り

です。 

指摘の多かった施設設備は、新年度になりましたら特進科棟１階トイレの改修を行う予定

です。それが終わったら、冷水とお湯の出るサーバーを置く予定です。ローソンでカップ

麺にお湯を入れて、こぼれないように注意しながら歩いてくる生徒を見かけますが、先に

特進科で実証実験を行います。 

それから「じゃがりこ」などが買える物販機については、体育館１階にあるものを特進科

に移動し、新たな物販機を普通科棟の自動販売機置場に設置します。以前話をしたかもし

れませんが、売り上げの１％が生徒会に入る仕組みになっていますので、ぜひ利用してく

ださい。 

また、校則については、生徒からは「もっと厳しくすべき」「同じ城北生として恥ずかし

い」といった意見が多くい寄せられる一方、保護者の皆様からは「時代にあった見直し」

を求める声もありました。現在、創立１００周年に向け、令和８年度入学生からの制服リ

ニューアル作業を進めており、それに合わせた校則改正を考えています。当然ですが、皆

さんからの意見も聞きながら進めたいと思います。 

新しい制服については、皆さんは着ることができないわけですが、アンダーアーマー製の

パーカーを特別に作っていただけることになり、これについては希望すれば皆さんも着る

ことができるようにしたいと思います。中学３年生よりも先に、６月ごろには皆さんにお

披露目する予定でおります。 

それでは、充実した春休みを過ごし、４月８日に元気に会いましょう。 


